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北海道胆振
い ぶ り

地方中東部を震源とする地震による被害及び 
消防機関等の対応状況（第１０報） 
（これは速報であり、数値等は今後も変わることがある） 

 
平成３０年９月６日（木）１１時５５分 

                        消 防 庁 災 害 対 策 本 部 
 ※ 下 線 部 は 前 回 か ら の 変 更 箇 所 

 
 
１ 地震の概要（気象庁情報） 
  (1) 発 生 日 時  平成３０年９月６日３時８分頃 
  (2) 震 央 地 名    胆振地方中東部（北緯４２．７度、東経１４２．０度） 
  (3) 震源の深さ   ３７㎞（暫定値） 
  (4) 規   模   マグニチュード６．７（暫定値） 
(5) 各地の震度（震度５弱以上） 
    震度６強 安平町 
  震度６弱 千歳市 
  震度５強 札幌北区、苫小牧市、江別市、三笠市、恵庭市、長沼町、新ひだか町 
  震度５弱 函館市、室蘭市、岩見沢市、登別市、伊達市、北広島市、石狩市、新篠津村、 

南幌町、由仁町、栗山町、白老町          
  (6) 津   波  この地震による津波の心配なし 
 
２ 被害の状況 
 (1) １１９番通報の状況（消防本部から聴取） 
    ・千歳市消防本部：救助１件、救急１０件 
  ・胆振東部消防組合消防本部：火災２件→１件鎮火、救助３件、救急多数 
  ・江別市消防本部：救助２件、救急７件 
  ・札幌市消防局：火災２件→鎮火、救助２９件、救急１１２件 
  ・南空知消防組合消防本部：救急３件 
  ・苫小牧市消防本部：救助２件、救急１４件 

・日高西部消防組合消防本部：救急２件 
他 １１９番通報多数 

 (2) 人的被害 
  ・死者２名（むかわ町１、新ひだか町１） 

・重傷３名（苫小牧市２、北広島市１） 
・軽傷２２名（千歳市５、恵庭市３、北広島市２、石狩市１、日高町２、函館市６、栗山町１、

由仁町２） 
・程度不明９８名（札幌市８７、厚真町７、江別市４） 
・安否確認中３０名（厚真町） 

 (3) 建物被害（消防本部から聴取） 
  ・厚真町で土砂崩れによる家屋倒壊１５件 その他の家屋倒壊２件 
  ・安平町で家屋倒壊６件 
  ・むかわ町で家屋倒壊５件 
  ・苫小牧市で家屋倒壊１件 
  ・千歳市で一部破損５件 
 (4) 重要施設等の被害（消防本部から聴取） 

  ・室蘭市の石油コンビナート施設（新日鐵住金(株)室蘭製鐵所）で火災１件発生 
    →１０時２６分鎮火 人的被害なし 
 
３ 避難指示等の状況（９月６日１１時００分現在発令中のもの） 

避難指示（緊急） 
安平町 １４世帯 １８名 
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４ 避難の状況 
  【開設避難所・避難者数】計３３３箇所、２，４６３名 

・むかわ町１３箇所、６４６名 
・厚真町１３箇所、５５５名 
・札幌市２２６箇所、５６３名 
・苫小牧市４７箇所、３２１名 
・安平町１０箇所、３４４名 
・白老町８箇所、６名   
・平取町１３箇所、２０名 
・新冠町３箇所、８名 
他 確認中 
 

５ 地方公共団体における災害対策本部の設置状況等 
【北海道】９月６日 ３時０９分 災害対策本部設置 

 
６ 地元消防機関等の対応 

道内応援を含めた消防機関（消防団員含む）により救助等の活動を実施 
北海道及び札幌市消防局ヘリコプターにより情報収集活動を実施 

 
７ 緊急消防援助隊等の対応状況 
 
  ９月６日  ３時０８分 消防庁長官から北海道知事に対し、緊急消防援助隊（指揮支援隊）の

出動を求め 
消防庁長官から、青森県知事、岩手県知事、宮城県知事及び秋田県知

事に対し、緊急消防援助隊（統合機動部隊）の北海道への出動の求め 
４時３０分 札幌市消防局の指揮支援隊（部隊長）が出動 
４時３０分 消防庁から、千葉県、東京都、神奈川県及び新潟県に対し、緊急消防

援助隊（指揮支援隊）の出動可能隊数報告及び出動準備を依頼 
５時０５分 宮城県の緊急消防援助隊（統合機動部隊）が、北海道に向け出動 
５時１５分 札幌市消防局の指揮支援隊（部隊長）が北海道庁に到着、活動開始 
５時２０分 岩手県の緊急消防援助隊（統合機動部隊）が、北海道に向け出動 
５時４０分 消防庁長官から、青森県知事、岩手県知事、宮城県知事、山形県知事

及び埼玉県知事に対し、緊急消防援助隊（航空小隊）の北海道への出動
を求め 

５時５３分 青森県の緊急消防援助隊（統合機動部隊）が、北海道に向け出動 
５時５５分 秋田県の緊急消防援助隊（統合機動部隊）が、北海道に向け出動 
６時１０分 岩手県の防災ヘリが、北海道に向け出動 
６時１０分 北海道知事から消防庁長官に対し、緊急消防援助隊の応援要請 
６時１５分 消防庁長官から、秋田県知事及び福島県知事に対し、緊急消防援助隊

（航空小隊）の北海道への出動を求め 
６時２０分 消防庁長官から、東京都知事及び神奈川県知事に対し、緊急消防援助

隊（航空小隊）の北海道への出動を求め 
６時２５分 東京消防庁の消防ヘリが、北海道に向け出動 
６時３０分 消防庁長官から、北海道知事及び宮城県知事に対し、緊急消防援助隊

（指揮支援隊）の出動を求め 
６時３０分 消防庁長官から、青森県知事及び宮城県知事に対し、緊急消防援助隊

の出動を求め 
６時５３分 埼玉県の防災ヘリが、北海道に向け出動 
７時００分 青森県の防災ヘリが、北海道に向け出動 
７時１６分 山形県の防災ヘリが、北海道に向け出動 
７時２０分 横浜市消防局の消防ヘリが、北海道に向け出動 
７時３５分 宮城県の防災ヘリが、北海道に向け出動 
８時５０分 川崎市消防局の消防ヘリが、北海道に向け出動 

１１時１０分 消防庁から、東京都に対し、緊急消防援助隊の出動可能隊数報告及び
出動準備を依頼 

１１時２０分 消防庁から、神奈川県に対し、緊急消防援助隊の出動可能隊数報告及
び出動準備を依頼 
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８ 消防庁の対応                               
９月６日  ３時０８分  消防庁長官を長とする消防庁災害対策本部を設置（第３次応急体制） 

３時１０分 震度５弱以上を観測した北海道に対し適切な対応及び被害報告につい
て要請 

              ４時４５分 消防庁職員２名を北海道庁へ派遣を決定 
４時４５分 消防庁職員２名を胆振東部消防組合消防本部へ派遣を決定 
５時００分 消防庁職員１名を丘珠空港へ派遣を決定 
７時３０分 関係閣僚会議に総務大臣が出席 
７時４０分 消防庁職員５名が千葉市の消防ヘリで北海道に向けて出発 
９時４５分 消防研究センター職員２名を現地へ派遣を決定 

 
 

 問い合わせ先 
  消防庁災害対策本部 広報班 
  ＴＥＬ  03-5253-7513  
  ＦＡＸ  03-5253-7553 


